
※今回、賛否が分かれた案件はありませんでした。

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、

従
事
者
数
が
著
し
く
減
少
し
、
65
才
以

上
の
方
々
は
、
全
体
の
43
％
と
高
齢
化

し
て
い
る
。
農
業
振
興
こ
そ
が
今
後
の

人
口
減
少
抑
制
対
策
の
柱
で
あ
る
と
思

う
が
。

　

担
い
手
不
足
、
低
所
得
な
ど
、
問
題

が
多
数
あ
る
と
思
う
が
、
農
業
所
得
を

増
す
た
め
に
は
〝
平
戸
〞
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
進
め
、
価
格
を
上
げ
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
直
売
や
、
少
量
多
品
種
で
あ
れ
ば
、

コ
ス
ト
削
減
が
必
要
で
あ
る
。
将
来
、

道
路
整
備
が
進
む
と
平
戸
で
朝
取
れ
た

野
菜
、
水
産
物
が
福
岡
の
市
場
に
並
ぶ

時
代
が
来
る
。
そ
う
い
う
時
代
に
向
け

て
対
策
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

　

生
産
者
が
一
生
懸
命
に
や
ろ
う
と
思

え
る
、
生
産
意
欲
や
就
労
意
欲
を
高
め

る
よ
う
な
他
市
に
な
い
本
市
独
特
の
政

策
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　　

平
戸
市
園
芸
産
地
育
成
支
援
事
業
、

新
規
就
農
者
育
成
や
平
戸
式
も
う
か
る

農
業
実
現
支
援
事
業
の
推
進
や
国
や
県

の
事
業
を
活
用
し
、
園
芸
品
目
を
栽
培

す
る
農
家
の
所
得
ア
ッ
プ
と
経
営
安
定

に
努
め
た
い
。

　
　

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制

度
は
、
農
業
集
落
、
農
地
の
維
持
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
大
き
く
役
立
っ
て
い

る
が
、
こ
の
制
度
は
年
度
初
め
に
事
業
が

開
始
さ
れ
、
交
付
金
の
支
払
い
は
年
度

末
で
あ
る
。
し
か
し
、
早
い
所
は
既
に
４

月
か
ら
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。
概
算

払
い
を
９
月
頃
に
半
分
す
る
と
、
地
域

の
共
同
活
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
し
、

会
計
な
ど
お
金
を
預
か
る
方
も
含
め
運

営
が
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

国
か
ら
の
交
付
決
定
が
早
ま
り
、
市

と
し
て
は
、
計
画
認
定
申
請
の
対
応
を

速
や
か
に
す
る
。
交
付
申
請
を
受
付
け

し
、
審
査
を
行
い
決
定
通
知
を
、
集
落

に
対
し
交
付
す
る
。 

　

さ
ら
に
、
交
付
金
請
求
を
受
付
け
し
、

で
き
る
だ
け
早
い
段
階
（
10
月
中
旬
）

に
、
概
算
払
い
で
お
支
払
い
し
た
い
と

思
う
。

　
　

　

人
口
減
少
や
超
高
齢
社
会
と
成
熟
社

会
の
到
来
、
高
度
経
済
成
長
時
代
の
終

焉
や
未
曾
有
の
負
の
遺
産
に
よ
る
財
政

難
に
よ
っ
て
、
日
本
は
し
ぼ
ん
で
い
く
時

代
を
迎
え
た
。

　
そ
の
対
策
に
地
方
創
生
が
求
め
ら
れ

る
中
、
農
村
の
豊
か
さ
や
魅
力
と
価
値

に
気
づ
き
始
め
た
若
者
た
ち
が
農
山
村

を
目
指
す
田
園
回
帰
の
現
象
が
起
こ
り
、

新
し
い
国
の
形
づ
く
り
の
始
ま
り
で
は
な

い
か
？

　
そ
れ
に
は
、
農
村
漁
村
と
都
市
の
間

に
人
・
物
・
金
、
情
報
の
豊
か
な
対
流

を
促
進
し
、
定
住
促
進
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

若
者
定
住
促
進
対
策
は
。

　
「
平
戸
市
移
住
定
住
住
環
境
整
備
事

業
補
助
制
度
」
を
設
置
し
活
用
し
た
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
数
は
53
人
、
う
ち
県
外
か

ら
の
移
住
者
が
41
人
で
県
内
２
番
目
の

実
績
が
あ
り
、体
験
移
住
が
で
き
る
「
ひ

ら
ど
暮
ら
し
体
験
」
を
実
施
中
。

　

新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
ち
づ
く
り
構
想
に

も
定
住
対
策
を
取
り
入
れ
た
い
。

　

地
方
産
業
の
低
迷
や
担
い
手
不
在
な

ど
公
社
設
立
の
期
待
は
大
き
い
。

　

農
地
管
理
型
・
担
い
手
育
成
型
・
産

業
関
連
型
な
ど
の
公
社
が
あ
る
が
、
旧

平
戸
市
畜
産
公
社
を
始
め
失
敗
例
が
多

い
中
、（
仮
称
）
平
戸
市
産
業
振
興
公

社
の
構
想
は
。

　　
（
仮
称
）
平
戸
市
産
業
振
興
公
社
は
、

農
業
担
い
手
確
保
・
育
成
を
業
務
の
根

幹
と
し
、
実
践
研
修
を
経
て
独
立
を
支

援
す
る
。

　

ま
た
、
販
売
促
進
策
と
高
付
加
価
値

化
並
び
に
収
益
の
安
定
化
の
た
め
、
平

戸
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
関
す
る
プ
ロ
ー

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
企
業
誘
致
の
業
務

を
検
討
中
。

　

ま
ず
は
、
農
業
担
い
手
研
修
生
制
度

を
検
討
す
る
。

　

形
態
に
つ
い
て
は
、人
員
体
制
や
必
要

経
費
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、法
人
化
に

伴
う
メ
リ
ッ
ト・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
、

関
係
機
関
と
も
充
分
な
協
議
を
経
て
、

客
観
的
な
評
価
、判
断
を
得
ら
れ
る
よ
う

な
計
画
案
を
取
り
ま
と
め
た
い
。　　
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答
副
市
長

答
産
業
振
興
部
長

答
産
業
振
興
部
長

●

●
子
ど
も
医
療
費
、
全
国
自
治
体
の
５
割
、
６
割
が
完
全

　

無
料　

平
戸
市
で
も
年
２
千
万
円
で
可
能

●
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
改
修 

設
計
業
者
が
「
費
用
は
1・5
億
円

　

で
は
な
く
、
４
億
円
」
と
提
案

●
奨
学
金
・
災
害
対
策
な
ど
も
質
問

問問

問 問

問

問
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市
長
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市
長
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平成28年9月定例会、7名の議員が一般質問に立つ（文責は、いずれも本人）市政を問う！平成28年9月定例会

●
農
業
振
興
（
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
制
度

　

の
概
算
払
い
を
）

　
　

　
　

　
　

厚
労
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
全
国

の
自
治
体
が
独
自
の
努
力
で
「
子
ど
も

の
医
療
費
は
無
料
」
を
実
施
。

　

市
区
町
村
は
全
国
に
１
千
７
４
１
あ

る
。
そ
の
う
ち
、
小
学
校
入
学
前
の
子

ど
も
の
医
療
費
が
無
料
は
１
千
29
、
お

よ
そ
６
割
。
入
学
前
・
小
学
生
が
無
料

は
８
９
８
、
お
よ
そ
５
割
。
入
学
前
・

小
学
生
・
中
学
生
が
無
料
は
８
２
５
。

　

県
内
で
は
、
新
上
五
島
町
が
、
小
学

生
ま
で
無
料
。
中
学
生
ま
で
拡
げ
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

平
戸
市
も
子
ど
も
の
医
療
費
は
無
料
に
。

　　

県
内
他
市
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
。

　

平
戸
で
無
料
に
し
た
時
の
費
用
は
。

　

対
象
が
、小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も

な
ら
約
１
千
６
０
０
万
円
、中
学
生
ま
で

な
ら
約
２
千
３
０
０
万
円
。

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
改
修
は
、
今
で
も
市
議

会
で
は
未
承
認
。
テ
レ
ビ
放
送
は
昨
年

９
月
。
市
議
会
で
の
最
初
の
説
明
会
が

10
月
。
２
回
目
は
今
年
６
月
。

　
２
回
目
の
説
明
会
で
、
設
計
業
者
・

テ
レ
ビ
局
側
の
提
案
が
１
億
５
千
万
円

か
ら
４
億
円
超
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

　
こ
の
間
の
市
の
対
応
は
、
市
議
会
を

な
い
が
し
ろ
に
し
た
も
の
。

　

テ
レ
ビ
放
送
で
、事
業
費
・
外
観
・
デ
ザ

イ
ン
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
は
知
ら
な
か

っ
た
。改
修
費
が
４
億
円
を
超
す
こ
と
は

３
月
に
示
さ
れ
た
。

　　

日
本
の
学
費
は
世
界
一
高
い
水
準
。

欧
州
な
ど
で
は
、
学
費
は
無
料
か
低
額

で
返
済
不
要
の
給
付
奨
学
金
も
充
実
。

　

平
戸
市
に
も
奨
学
資
金
貸
付
の
制
度

が
あ
る
。
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る
よ

う
改
善
す
べ
き
で
は
。

　　

検
討
す
る
。

●
若
者
定
住
促
進
対
策
を
問
う

●（
仮
称
）
平
戸
市
産
業
振
興
公
社
構
想
を
問
う
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専決処分の報告について
平成 27 年度決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率の報告について
公益財団法人平戸市振興公社の経営状況を説明する書類の提出について
平成 27 年度教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等の報告について
専決処分の報告について
専決処分の承認を求めることについて
平成 27 年度決算認定について        
（一般会計）        
（特別会計：給与・国保・後期高齢・介護・農集・宅地開発・いさりびの里・電気・駐車場・工業団地）
（事業会計：水道・病院・交通船）
平戸市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
平戸市教職員住宅条例の一部改正について
平成 28 年度平戸市一般会計補正予算（第３号）
　　　　〃　　　　国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　　　　〃　　　　後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　　　　〃　　　　介護保険特別会計補正予算（第１号）
　　　　〃　　　　水道事業会計補正予算（第１号）
　　　　〃　　　　病院事業会計補正予算（第２号）
公有水面埋立免許出願に係る意見について
市有財産の無償譲渡について
長崎県市町村総合事務組合規約の変更について
人権擁護委員候補者の推薦について
平戸市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

結　果

報告済

承　認

継続審査
（注）

原案可決

支障なし
同　意

９月定例会で審議された案件と結果
件　　　　　　　　　　　　名番号

（注）継続審査とは：当該定例会の会期中に議了できない事件のうち、定例会閉会中も委員会で引き続き審査すること。
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承認

議案


